
  

 
 

                                   

       

五
月
二
五
日
、 

定
例
交
流
会
「
最 

近
の
事
故
・
災
害 

報
告
」
が
、
当
安 

全
セ
ン
タ
ー
事
務 

所
で
持
た
れ
ま
し 

た
。
（
参
加
八
名
） 

台
車
に
は
必
ず 

ス
ト
ッ
パ
ー
を 

二
労
組
か
ら
似
た
よ
う
な
現
場
骨
折

事
故
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、

透
明
シ
ー
ト
の
ロ
ー
ル
二
本
（
一
本
二

五
キ
ロ
）
を
台
車
に
今
か
ら
寝
か
せ
て

運
ぼ
う
と
し
た
と
き
に
、
台
車
が
動
き

ロ
ー
ル
が
倒
れ
て
き
て
、
受
け
と
め
よ

う
と
し
た
手
先
が
床
面
と
ロ
ー
ル
の
間

に
挟
ま
れ
、
左
手
中
・
薬
指
先
端
を
骨

折
し
た
と
い
う
も
の
。 

台
車
に
ス
ト
ッ
パ
ー
の
な
い
も
の
が

あ
っ
た
、
あ
ら
か
じ
め
ロ
ー
ル
を
横
に

倒
し
た
う
え
で
転
が
り
止
め
を
し
て
運

ぶ
と
い
う
よ
う
な
当
た
り
前
の
対
策
と

な
り
ま
し
た
。 

三
ｍ
、
七
〇
キ
ロ
を
二
人
で
持
っ
た 

も
う
ひ
と
つ
は
、
ウ
マ
の
上
に
置
い

て
い
た
長
さ
約
三
ｍ
、
重
さ
約
七
〇
キ 

                

ロ
の
鋼
製
の
撹
拌
翼
の
両
端
を
二
人
で

持
ち
運
ん
だ
際
、
一
人
が
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
て
転
倒
し
、
右
手
の
小
指
が
地
面

と
撹
拌
翼
に
挟
ま
れ
、
右
手
小
指
粉
砕

骨
折
し
た
と
い
う
も
の
。 

 

二
人
作
業
は
徹
底
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
際
の
対
策
な

ど
が
不
十
分
だ
っ
た
と
し
て
、
重
量
物

の
持
つ
位
置
や
作
業
手
順
を
掲
示
し
、

確
認
し
て
作
業
を
し
て
も
ら
う 

よ
う
呼
掛
け
ま
し
た
。
本
当
に
、 

安
全
衛
生
の
担
当
と
し
て
は
両 

方
と
も
つ
ら
い
事
故
で
す
。 

特
養
ホ
ー
ム
の 

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施 

七
月
一
九
日
、
午
後
一
時 

半
か
ら
四
時
ま
で
安
全
パ
ト 

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。 

阪
神
共
同
福
祉
会
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
園
田
苑
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
に
受
け
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

全
国
の
福
祉
施
設
で
腰
痛
、
頚
肩
腕

障
害
、
精
神
疾
患
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
園
田
苑
は
五
〇
人
の
施
設
利
用

者
（
平
均
介
護
度
が
三
・
五
）
を
抱
え
、

大
半
の
方
が
車
椅
子
を
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ト
イ
レ
、
ベ
ッ
ド
、
食
事
、
お

風
呂
、
オ
ム
ツ
交
換
な
ど
で
移
乗
や
抱

え
る
作
業
な
ど
で
大
き
な
負
担
が
掛
か

り
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
体
操
実
施

や
整
理
整
頓
、
休
憩
室
な
ど
に
つ
い
て

の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
（
参
加
八
名
） 

ト
イ
レ
に
行
っ
て
熱
中
症
予
防 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
ま
さ
に
熱
中
症

要
注
意
の
季
節
。
お
か
し
い
な
と
思
っ

た
ら
、
応
急
処
置
と
し
て
首
・
わ
き
の

下
・
足
の
付
け
根
の
大
き
な
動
脈
を
冷

や
す
、
塩
分
を
含
ん
だ
水
を
補
給
す
る
。

め
ま
い
や
冷
汗
で
脳
へ
の
血
の
巡
り
が

心
配
な
ケ
ー
ス
で
は
、
足
を
頭
よ
り
高

く
す
る
。
救
急
車
は
手
配
し
ま
し
た

か
？ 

          

職
場
で
ト
イ
レ
の
回
数
を
減
ら
そ
う

と
し
て
水
分
補
給
を
が
ま
ん
す
る
と
、

当
然
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
。
あ
な
た

の
職
場
で
は
遠
慮
な
く
ト
イ
レ
に
行
け

ま
す
か
？
そ
れ
と
、
職
場
に
は
黒
球
付

き
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
湿
球
黒
球
温
度
）
測

定
器
を
備
え
て
基
準
値
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。 

 

こ
ん
な
人
も
い
ま
す 

福
島
原
発
事
故
当
時
一
八
歳
以
下
だ

っ
た
三
八
万
人
の
う
ち
、
こ
の
六
年
間

に
甲
状
腺
が
ん
ま
た
は
「
疑
い
」
を
合

わ
せ
て
一
九
〇
人
に
な
っ
た
こ
と
が
福

島
県
の
県
民
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

(

六
月
五
日
）
心
の
ケ
ア
も
含
め
た
治

療
・
生
活
保
障
が
重
大
。  

東
京
電
力
の
幹
部
に
も
様
々
な
人
が

い
る
。
元
福
島
第
一
原
発
副
所
長
で
あ

っ
た
増
田
哲
将
さ
ん
は
、
事
故
後
自
ら

の
責
任
を
感
じ
、
東
北
で
謝
罪
と
鎮
魂

の
行
脚
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。 

 

医
療
・
介
護
の
う
つ
も
多
い
が
、 

↓ 

世
界
中
が
大
変 
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六
月
二
四
日
、
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
一
二
年
の
尼
崎
集
会
（
中
小
企
業
セ

ン
タ
ー
）
に
は
、
今
年
も
二
五
〇
名
を

超
え
る
（
実
質
三
〇
〇
人
以
上
）
人
た

ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
尼
崎
に
患
者
や

そ
の
家
族
・
遺
族
が
多
い
こ
と
、
西
宮

な
ど
阪
神
間
で
の
関
心
の
高
ま
り
、
作

家
・
藤
本
義
一
の
娘
さ
ん
の
お
話
、
公

営
住
宅
居
住
で
の
中
皮
腫
発
症
の
話
題

な
ど
が
、
人
数
を
押
し
上
げ
た
原
因
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
の
う
ち
尼

崎
安
全
セ
ン
タ
ー
関
係
は
二
五
名
、
内

一
五
名
は
阪
神
医
療
生
協
で
し
た
。
残

念
な
が
ら
今
年
も
現
役
の
組
合
員
は
パ

ラ
パ
ラ
で
、
労
働
者
運
動
の
前
途
の
厳

し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 

重
い
被
害
者
の
訴
え 

集
会
で
は
、
「
映
像
で
振
り
返
る
ク

ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
」
、
稲
村
和
美
尼
崎
市

長
の
真
剣
な
挨
拶
、
そ
し
て
塩
見
さ
ん

を
は
じ
め
、
市
内
食
満
（
け
ま
）
の
ア

ス
ベ
ス
ト
工
場
で
両
親
を
失
っ
た
被
害

者
遺
族
の
訴
え
（
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
、

ク
ボ
タ
周
辺
の
常
光
寺
で
育
っ
た
た
め

に
五
六
歳
で
薬
剤
師
の
妻
を
中
皮
腫
で 

                      

喪
っ
た
庄
林
光
雄
さ
ん
の
思
い
な
ど
と

続
き
ま
す
。
本
当
に
旭
堂
南
陵
師
匠
の

講
談
や
「
患
者
と
家
族
の
会
」
の
歌
な

ど
間
に
挟
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
や

は
り
、
胸
に
重
い
も
の
の
ず
し
ん
と
た

ま
る
集
会
で
し
た
。 

阪
本
教
授
、 

国
の
加
害
責
任
問
う 

今
年
は
地
元
尼
崎
出
身
の
専
修
大
学

阪
本
将
英
教
授
か
ら
も
、
個
々
人
の
ア

ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
ば

く
露
と
の
因
果
関
係
は
は
っ
き
り
し
て 

         

い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
の
や
る
べ
き 

大
規
模
な
疫
学
調
査
を
怠
り
、
そ
の
結 

果
因
果
関
係
の
立
証
が
困
難
に
な
り
、 

                       

輸
入
・
使
用
禁
止
の
措
置
や
飛
散
防
止

対
策
が
遅
れ
て
国
民
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
と
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。 

ク
ボ
タ
周
辺
被
害
は 

五
五
〇
件
に
及
ぶ 

ク
ボ
タ
へ
の
「
救
済
金
」
提
出
件
数

は
六
月
二
五
日
現
在
三
二
五
件
（
う
ち

女
性
一
五
三
件
）
、
ク
ボ
タ
旧
神
崎
工

場
で
の
石
綿
労
災
認
定
は
一
八
〇
名

（
中
皮
腫
七
五
、
肺
が
ん
五
六
な
ど
）
。

こ
れ
に
構
内
下
請
労
働
者
の
被
害
、
ク 

                       

ボ
タ
に
石
綿
を
運
ん
で
労
災
被
害
者
と

な
っ
た
日
本
通
運
、
ク
ボ
タ
の
石
綿
を

吸
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
た
ヤ
ン
マ

ー
等
近
隣
職
場
の
過
剰
な
被
害
者
を
考

え
る
と
、
実
際
の
被
害
は
す
で
に
五
五

〇
名
に
達
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
本

当
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
深
刻
さ
、

理
不
尽
さ
を
い
や
で
も
皮
膚
で
受
け
と

め
ざ
る
を
得
な
い
尼
崎
の
実
態
な
の
で

す
。 

 

二
〇
一
七
・
六
・
二
三 

毎
日
新
聞 
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ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
一
二
年 

深
刻
な
被
害
、
増
え
る
集
会
参
加
者 

被害者の訴えを聞く参加者 

 


